
今月の聖句 「わたしは よみがえりです。いのちです。」 ﾖﾊﾈ 11:25

電池で動くおもちゃに慣れている子どもが、生まれて初めてカブトムシを飼いました。クワガタと違い、カ
ブトムシは冬を越すことなく死んでしまいます。動かなくなったカブトムシを見て、その子が言いました。「パ
パ、電池代えて！」と。
人間のいのちも電池を交換するように、新しく出来たらどんなにいいでしょう。しかし、果たしてそうだろうか、

とも思います。臓器移植手術を受けた方々は、その後万能なわけではありません。しばらくしたら、又、手
術を受け、新しい臓器に交換しなければなりません。そのように、私たちの生物学的いのちには、どうしても
限界があります。
けれども、私たちは物理的に生きているだけではなく、目に見えない部分、つまり、霊的、精神的部分

にもいのちを持ちます。愛する者に先立たれても、その人の思い出は人々の心の中に残り続けます。肉体
的に元気でも、霊的に死んだも同然の状態もあり得ます。逆に、肉体的には死ぬべき者でも、霊的に
新しいいのちに生き続けることもある。そう信じる者は、まことに幸いな希望に生きることが出来ます。今年の４
月１２日、教会ではイースター（復活記念日）を迎えます。イースターはそのような希望があることを、
私たちに思い起こさせてくれます。
イエス・キリストは、「わたしはよみがえりです。いのちです」と言いました。この聖書の言葉はまさにその霊

的な新しいいのちを指し示すのです。 西之表基督教会 協力牧師 池田基宣

２０２０年度 年主題 〈こころが満たされる〉
0･1･2歳児４月主題 「はじめまして」 3･4･5歳児４月主題 「神さまの愛に包まれて」
月のねがい 月のねがい
◎神さまからいのちをいただいた存在として大切にされる。（0） ◎祈りやさんびかを通して、目には見えない神さまを知る。（3）
◎一人ひとりの生活リズムや発達段階を大切にされて過ごす。（0） ◎自分の好きな場所や好きなことをみつける。（3）
◎おだやかでやさしいことばをかけられ、満たされて過ごす。（0） ◎どんな自分でも受け入れられていると感じ安心する。（3）
◎保育者の姿やことばを通して神さまと出会う。(1.2) ◎祈りや賛美、聖書のお話を通して、神さまとの交わりを感じる。(4.5)
◎新しい環境や友だちに出会う。(1.2) ◎受け入れられていることを感じ、安心して過ごす。(4.5)
◎自分らしさを受け入れられ、安心して過ごす。(1.2) ◎春の自然に触れながら遊ぶ。(4.5)

◎新しい環境に興味をもって関わる。(4.5)

色とりどりの花が咲き始め、園内の小さな田んぼにはおたま

じゃくしが泳ぎ始め、春がやってきました。鉢の裏を覗き込んで

ダンゴムシ探し、飛び回る蝶々の追いかけっこ、手いっぱいに握

り締めたきれいな花、春の訪れを楽しんでいる子どもたちです。

こども園にはニワトリにヤギなどの動物、カニやクワガタ、様

々な草花、小川など自然がたくさんあります。いろんな発見に目

をキラキラさせ、「なんだろう？」と不思議に思い、友だちと調

べ合い、遊びに取り入れて…とたくさんの体験をすることでしょ

う。

さて、一つお兄さんお姉さんに

進級した子どもたちは、新しいクラ

スにちょっぴり緊張した様子でスタ

ート。新しく入園したお友だちは、

涙がいっぱいで泣き声の大合唱で

す。子どもたちにとって初めての

場所、園生活にドキドキ、不安いっ

ぱいでのスタートだと思います。

先日の卒園式で保護者の方が、「入園したばかりの頃は子ども

が泣いて泣いて登園していたのに、慣れてくると『先生ー！！』

と手を伸ばして笑顔で登園するようになり、毎日こども園の生

活を楽しんでくれてホッとしました。あっという間の楽しい園生

活でした。」と涙ながらに話してくださいました。

新しい環境に置かれご両親と離れるわけですので、しばらく

登園を渋ることと思いますが、元気に「いってらっしゃい！いっ

ぱい遊んでね！」と見送ってあげてください。そして帰ったらぎ

ゅーっと抱きしめてあげることで、お子さんの心が安心に満たさ

れることと思います。いつの日かこども園を飛び立つその日ま

で、どうぞよろしくお願いします。今年度も子どもたちが笑顔

で過ごせますように心から祈っています。 大河
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４月の行事予定

4日（土） 入園式、ｸﾗｽ会(親子で降園)

6～10日 新入園児午前保育(1号)

6日（月） 田植え

18日（土） 親子遠足，父母会総会

28日（火） ４月誕生会(10:00～)

５月の行事予定

7日（木） 交通安全教室

8～22日 家庭訪問

14日（木） ５月誕生会

〃 給食試食会(こすもす･すみれ)

19日（火） 弁当日

21日（木） 給食試食会(たんぽぽ)

23日（土） 家族の日参観

未定 前期内科検診


